
お寄せいただきました寄附金につきまして、令和５年度においては、子どもたちの学びを支援する 

ための事業として、次の事業へ、総額 ６４４，０４７ 円を活用させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ICT教育推進モデル校事業（第二中学校） 

ICTの効果的な活用による授業力の向上を図りました。また、各学年の代表授

業及び授業研究会を行い、研究の視点に沿って学力向上と ICTの活用について

協議し、研究の深化を図りました。さらには、ICT教育推進モデル校として研究

発表会を行いました。数学、道徳、総合的な学習の時間の研究授業を行い、ICT

の活用について研究協議し、研究の成果を発表しました。ICTを職員・生徒とも

に活用する機会が多くなり、ICTがより身近に感じられるようになるとともに、

様々な活用方法を見出すことができました。今後も学習効果や学力向上につい

て成果が出るよう、更なる研究・研修を継続し、学習支援のための ICT活用と

して、不登校生徒へのリモートによる学習参加や学習支援アプリの活用によ

り、家庭学習の充実を図るとともに、誰一人取り残さない学びの保障について

研究を深めます。【寄附金充当額 ４８，６７５円】                

令和５年度「八代市学校・子ども教育応援基金」の活用状況 

●ICT教育推進校事業 －小学校－ 

（郡築小学校）児童の学力向上に向けて、ICTを効果的に活用した授業改善を柱とした取組を進めました。研究授業（年 3回）、ICT

を活用した実践報告会（年 2回）、eライブラリやスタディサプリを活用した基礎学力定着のための取組「ぐんぐんタイム」（毎週木

曜日の朝自習）を全校で行いました。また、タイピング技能の向上を図る取組も行いました。ICTを活用して考えを意図的に可視化

することで、自分の考えを分かりやすく整理できるようになり、タブレットを提示しながら自分の考えをより分かりやすく発表でき

る児童が増え、児童同士の対話がこれまで以上に活発になりました。【寄附金充当額 １９，７５９円】 

 

（金剛小学校）「授業におけるタブレット活用」について校内研修を実施しました。ICT 機器を活用した実践事例について知識を得

たり、学び合いアプリを活用した学習活動について演習を行ったり、ICT機器活用スキルの向上に努めました。端末使用状況（3ヵ

月ごとのログイン数）は、市の平均を大きく上回りました。学校情報化優良校再認定に向けての取組を整理し、1月に再認定を受け

ました。具体的な取組については、「ICT活用実践事例集」を八代市教育委員会に提出し発表しました。 

【寄附金充当額 １９，６６６円】 

 

（八竜小学校）ICT 機器の効果的な活用を図った児童の表現力向上を目指し、授業改善に取り組みました。外部から講師を招き、1

人 1回の研究授業を実施し、授業力の向上を図りました。また、「ミニ ICT研修会」を年間 5回実施し、実際にアプリを操作するこ

とによって、知識と技能の向上を図り、授業にも活用することができました。これらの取組を「ICT推進校実践事例」としてまとめ、

市内の各学校に配信しました。【寄附金充当額 ２０，０００円】 

 

●授業研究活動推進事業（麦島小学校） 

 研究主題「児童を主役にする授業・高め合う学級集団の確立～授業改革

と自治的集団の育成を通して～」について、研究を行いました。授業で

は、できるだけ教師の出番を抑え、児童が話し合ったり考えたりする場面

が多く見られました。自治的集団の育成では、学級会の共通実践を行いま

した。生活の課題について自ら考え、行動する機会を設けたことで、互い

に声をかけ合い、進んで行動しようとする学級風土を育成することができ

ました。【寄附金充当額 １３，５２０円】 

●教職員研修会事業 

教職員の指導力及び資質向上、保護者の家庭教育

における重要性を啓発することを目的に「年頭研修

会」を行っています。オンデマンド配信で視聴でき

るようになり、教職員や保護者が都合の良い時間に

繰り返し視聴できるようになり、参加者から高評価

を得ています。【寄附金充当額 ３０，０００円】 

 

     



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

●ＱＵテスト拡充事業 ＱＵテストは「楽しく学校生活を送るためのアンケート」調査です。 

本基金事業では、小学校 1・2年生を対象に年２回実施します。 

※3～6年生は熊本県学力・学習状況調査において i-check（総合質問紙調査）を実施しています。 

 

（八千把小学校）６月に１回目を実施し、結果を分析し学年間でも共有したことにより、学級経営だけではなく学年経営の見直し

及び改善につながりました。１２月に２回目を実施し、「心のアンケート」及び教育相談も実施しました。２つの結果からより細か

く実態を把握することができました。今後の不登校やいじめの早期発見・未然防止のためにもつなげていきます。 

【寄附金充当額 ２５９，２００円】 

 

（郡築小学校）結果をもとに、各学級での取組について検証し、個別の教育相談等を実施しました。また、学級全体で児童が安心

して生活が送れるようにするための支援策について、校内で検討し取組を進めてきました。多くの児童が落ち着いて学校生活を送

っています。各学級の児童の実態を客観的に捉えるとともに、各学級での課題解決に向けた取組を学校全体で進めていくための資

料として大いに役立っています。【寄附金充当額 ３７，８００円】 

 

（有佐小学校）本校児童は６年間一度もクラス替えを経験せず、ほとんどが鏡中学校に進学します。人間関係があまり変わらな

い中で６年間を過ごすため、学校内での人間関係づくりがとても大切です。ＱＵテストを行うことで児童の実態や集団の様子を

把握し、人間関係づくりに役立てることができました。継続して児童の成長に努め、スムーズな中学校生活にも繋ぐことができ

ました。【寄附金充当額 ２０，６４０円】 

 

（泉小学校）ＱＵテストにより、友人や学級との関係、学習意欲などの面で児童一人一人がどのような考えをもっているのかを

把握することができました。また、集団形成に必要な対人関係を営むためのソーシャルスキルが、児童一人一人にどの程度身に

付いているのかを把握することができました。テスト結果から得られた学校全体及び学級の傾向を基に、これまでの学級経営を

振り返り、児童一人一人の実態に応じながら、意欲的に学校生活を送ることができるように支援していきます。 

【寄附金充当額 ８，６４０円】 

 

●不登校児童生徒の適応指導事業 

「オリジナルカレンダー」の制作は、八代市教育支援セン

ター「くま川教室」の取組の一つです。通級生の集中力や忍耐

力等を育み、人間関係づくりを学ぶ機会となっています。完

成したオリジナルカレンダーを保護者や、お世話になった関

係団体等に配付し、感謝の気持ちを伝えることは、通級して

いる生徒自身の自己有用感を高めるよい機会となりました。 

【寄附金充当額 ６３，７４８円】 

 

     

●ICT教育推進校事業 －中学校－ 

（第六中学校）朝自習や各教科の授業、宿題等、様々な場面で生

徒の個人タブレット PC活用を促進しました。その成果として、ス

タディサプリの活用率が前年比で 90％以上高まりました。スタデ

ィサプリの活用が活性化した影響もあり、家庭学習機会の伸長や

授業への集中力の向上が見られました。仲間づくりに関しては、

熊本県が実施した「心のアンケート」では、いじめ事案は 0であ

り、不登校児童生徒も昨年度より半減し、改善がみられました。

【寄附金充当額 １９，２４０円】 

 

（千丁中学校）週２回、朝自習の時間にタブレット学習の時間を確

保し、スタディサプリを活用した授業の振り返りや補充的な学習を

行うことができました。少しずつ習慣化され、生徒の意識も変化し

てきました。自主的に入試の過去問題を解く３年生や、理解が不十

分なところを復習したり、言葉を意味などを調べる生徒が見られ、

自分自身の理解度に応じて意欲的に使おうとしている生徒が増え

ました。【寄付金充当額 １９，８６２円】 

 

●歯と口の健康づくり事業（宮地小学校） 

児童保健委員会の活動として、6月に「歯と口いきいきキ

ャンペーン」、11月に「歯ッピーウィーク」として「ファミ

リーはみがきカレンダー」を実施するとともに、昼休みにク

イズ大会を 1週間実施しました。児童主体の活動を充実させ

たことにより、児童一人一人の意識が高まりました。また、

情報提供等のために、歯と口に関する掲示物を校内に設置し

たりしました。その結果、むし歯の治療率が昨年度を大きく

上回りました。【寄付金充当額 ６３，２９７円】 

 


